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■有機サトウキビを使った商品開発に取り組む
　かわたファームの川田高裕代表が東村でサトウキビ
栽培に取り組み始めたのはおよそ４年前。15年以上も
手付かずで放置されていた土地約３万坪を借り受け、
一から開墾し、JAS有機サトウキビ（無農薬）栽培を始
めた。そのうちの3,000坪が、2009年10月に、国内初
の有機サトウキビ栽培場として農水
省から認定を受けた。
　「無農薬で栽培するには周辺から
農薬が飛んでこない環境でなくてはな
りません。各地を見て回りましたが、な
かなか適地がなくここへたどり着きまし
た。ここは広くて近くに畑もないので有
機栽培をするには最適な環境です」と
川田代表。従来のサトウキビ畑を転用
して有機栽培を始めるにも、残留農薬
がなくなるまで３年以上かかるというか
ら、ここはまさに望んだ地であった。
　かわたファームでは、同年12月に
農水省から有機サトウキビ加工場の
認定も受け、本格的な商品開発をスタートさせた。その
第一号が「潮風みつ」だ。
　市中に出回る「黒糖蜜」や「黒糖シロップ」のほとん
どが石灰や水酸化カルシウムを使って一度固めた黒
糖を溶かして使っているのに対し、かわたファームの
「潮風みつ」は、有機サトウキビの一番搾り汁を煮詰め
ただけの純粋なサトウキビ蜜。原材料や加工において
も国内で唯一、有機栽培という農水省認定のシールが
貼られた安心・安全な糖蜜だ。
■サトウキビ生産者の生き残りをかける
　販売元である株式会社ユイアジア代表の岸本公次
氏は、有機サトウキビの可能性にいち早く注目し、かわ

たファームと連携して商品開発・販路開拓に積極的に
取り組んでいる。
　岸本氏は語る。「有機サトウキビについては数十年
前から生協さんなどから国内産はないかと問合せがあ
りました。当時はどこも有機栽培をしてなかったので、何
とか実現できればという想いは強く持っていました。農

産物は通常原材料をそのまま市場
に出荷するので、価格競争などで収
入増が難しい。サトウキビも国の助
成金に支えられて何とかやっている
のが現状です。そこから脱却するに
は、安全な有機サトウキビを加工し
て付加価値を付け、販路拡大をはか
ることが、今後サトウキビ生産者が
生き残るための道の一つではないか
と思っています。」
　どうすれば農業を継続していける
か。有機栽培にサトウキビ生産者の
生き残りがかかっている、と岸本氏は
語る。

　今後の展開について岸本氏は、「すでに商品化した
潮風みつは、容量を工夫したりして本土向けに販売を
続けたい。加えて有機粉砂糖の商品化に取り組んでい
ます。価格面などの課題はありますが、それを何とかク
リアして、スーパーなどで一般販売したい。そしてこれ
らの加工品を、さらにお菓子や料理の活用へと繋げた
いですね」と抱負を語った。
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農水省の認定を受けた有機サトウキビ畑。

スティーブ・ジョブズ氏は、大学を中退し、家も豊かではなかったが、自身の経営感覚で会社を拡大
し、世界に衝撃を与える商品を次々と開発した。一方で、身勝手、わがままという評価も混在する。
沖縄の経営者にもその経営手腕について学ぶべきことが多いはずだ。

　米アップルの共同創業者、スティーブ・ジョブズ会長
が昨年10月に死去し、県内の書店においてもその関連
本が多数置かれるようになった。数年前までアップル社
といえば、医療界やデザイン業界など、画像を重視する
産業で愛好者が多い特異な会社というイメージを持っ
ていた。しかし、私自身、気がつけば、「ｉＰｏｄ」「ｉＰｈｏｎ
ｅ」「ｉＰａｄ」が手放せない状態だ。一時劣勢となってい
た企業が、世界に衝撃を与える商品を次 と々開発し、ど
うしてその状況を打破できたのか。県内企業経営者に
も、そのカリスマ経営者から学ぶべきことが多いはずだ。

●禅の精神でシンプルに、経営哲学を貫徹する
　「トップになりたければトップのように振る舞え」ジョブ
ズ氏は常にこれを実践していたようだ。宇宙に衝撃を与
えることが僕らの仕事だ、と社員に語っていた彼からす
ると、「背伸びをするな、身の丈にあった振る舞いをし
ろ」といった謙虚な日本人的発想は奇異に感じただろう。
相手が誰であろうと臆することなく、依頼に対してＹＥＳ
というまで絶対動かなかったという。沖縄でも、スポーツ
や芸能分野では日本一・世界一を目標とすることが当た
り前となったが、こと経済界についてはその気概が感じ
られない。沖縄一のサイズにとどまらず、背伸びする経
営者が続々誕生することでしか沖縄は成長しない。
　「お金はもちろん、才能もアイデアも、持っている人か
ら出してもらえばいい」。これも彼の経営の根幹にある
考え方だ。一般に男性経営者は、資金集めに始まり、ま
ず形を整えてスタートする傾向があるらしい。しかし、彼
は自分会社設立の際に10万円程度の資金集めにも苦
労するところからスタートし、わずか３年で１億円程度の
出資を軽 と々引き出す力を身につけた。彼が自分サイズ
で組織をコントロールする器の小さな人間ではないこと
や、その発展可能性を出資者は信じたのだ。

　また、彼は「禅宗」信仰者としても有名だ。そのプレ
ゼン能力は世界一とも称されるが、その資料はシンプ
ルで視覚的、そして箇条書きがなかったという。削って、
削ってシンプルにが信条で、その結果がiPodなどのボ
タンがほとんど無い商品を生み出した。やりすぎと言わ
れるほどのシンプルさの追求が個性的で魅力的な商
品を生みだしたのだ。

●組織は海賊方式で、一流人を大好きに
　組織人事についても、独特の感性をもっていた。それ
は海賊方式と呼ばれる。知識はあるが一癖も二癖もあ
る人を、和を重視する県内の多くの組織では敬遠する
はずだ。しかし、彼の人材採用基準は、トラブルは多くて
もいいからとにかく、ものすごく頭がいい人を優先したと
いう。高学歴という意味ではなく、何かにずば抜けた才
覚がある人だ。
　才能がある人間と見立てると、転職したくない理由
を聞き出し、一つ一つ条件をクリアして外堀を埋め、ノ
ーと言えない状況を作り出した。また、一流人を右腕に
することにも貪欲で、常に優秀なパートナーを側近にお
いた。企業参謀、番頭さんがいないのが組織の欠点と
よく言われる県内企業にとっては学ぶべきコトが多いは
ずだ。当然ながら、才覚ある人は、耳の痛い進言をどん
どんしてくる。大きな違いは、ビジョン達成のためならそ
の進言にも耳を傾けた点だ。仲たがい、対立したときに
は冷淡に切り捨てたが、そのタイミングが違うわけだ。
優秀な経営者とは、優秀な社員を動かす能力に長けて
いる人である。県内企業は文鎮型組織で、同族型か、
経営者の下に年齢が大きく空いて参謀候補がいると
いうパターンが多い。県内においても、優秀な人間を恐
れず、パートナーとして迎え入れ、世界を目指せる優秀
な経営者が続 と々誕生することを信じたい。
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琉魂異才…琉球古来の精神を失わずに、異国の学問・知識を地域にあった形で消化・解釈し、
 ビジネスに活用しようというメッセージを込めた造語。

有機サトウキビの一番搾り汁から製造し
た純粋なサトウキビ蜜（瓶詰め）と粉砂
糖・黒糖。

沖縄流成功企業の6PS
Part.1

ジョブズ氏の経営に学ぶ
Part.１

代表者　川田高裕氏

有機サトウキビ栽培とその加工場で、国内初の
農水省認定を受ける。

農業者主導の商品開発 商品の高付加価値化のため

連携パターン 参入のきっかけ

かわたファーム
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E-mail ： kishimoto.ny@gmail.com
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